
 

 

札幌大学孔子学院 
062-8520 札幌市豊平区西岡３条７丁目３－１ 

 

平成 29 年 5 月吉日 

「札幌大学創立 50 周年記念」 

「日中国交正常化 45 周年記念」 

孔子学院連続講座～現代中国の経済と社会を知る～ 

 
札幌大学孔子学院は、13 億の人口を擁し、改革開放 30 年を経て今や GDP 世界第 2 位

の経済力を持つに至った大国「中国」の経済、社会、文化などに関わる諸問題について、

毎回さまざまな視点から解説する、現代中国の経済と社会を知る連続講座を開催します。 

講師陣は、経済学、経営学、文化人類学、異文化コミュニケーション領域における、

いずれも新進気鋭の研究者です。是非、お申し込みの上ご参加いただきますようご案内

申しあげます。 

記 

日 時 ： (1) 平成 29 年 6 月 30 日(金)16:30 厳
げん

 善
ぜん

平
へい

 氏（同志社大学大学院教授） 
演 題「中国の経済発展と格差問題」 

 (2) 平成 29 年 7 月 7 日(金)16:30 秦
しん

 兆
ちょう

雄
ゆう

 氏（神戸市外国語大学教授） 
演 題「中国の儒教復興―東アジアへの展望」 

 (3) 平成 29 年 7 月 14 日(金)16:30 汪
おう

 志
し

平
へい

（札幌大学教授） 
演 題「中国中間層の消費像と北海道の商機」 

 (4) 平成 29 年 7 月 28 日(金)16:30  盧
ろ

  濤
とう

 氏（広島大学大学院教授） 
演 題「中国理解のあるべき姿～日本人学生の報告を手がかりに～」 

※ このほか今年度後半に 2 回開催予定です。決まり次第改めてご案内します。 

会 場 ： 札幌大学 ６１０１教室（６号館１階） 

演題等 ： 各回の演題、講師紹介は添付詳細資料をご参照ください。 

募集人数： 各回８０人  ※ 参加料無料 

 
■□ 申込方法 □■ 

①氏名 ②性別 ③年齢(何歳台) ④郵便番号 ⑤住所 ⑥電話番号を明記し下記

に Eメールまたは FAX でお申し込みください。 

■□ 申込締め切り □■ 

６月２７日（火）１７：００必着 ただし、定員になり次第締め切らせていただ

きます。 

※ 各回個別に参加ご希望の方は、収容人数に余裕がある場合には、各回実施日

の３日前まで受け付けます。 

■□ お問い合わせ先・申し込み先 □■ 

札幌大学孔子学院事務局（札幌大学 SUICC 内） 

（土日祝日を除く 月～金 9:00～17:00) 

TEL  011-852-9754 / FAX  011-856-8268 

HP  http://www.sapporo-koshi.jp,   E-mail: su-koshi@ofc.sapporo-u.ac.jp 
 



「札幌大学創立50周年記念」

「日中国交正常化45周年記念」

以下の各欄に必要事項を記入の上ご送付ください。※FAX / E-mail添付可

FAX：011-856-8268
E-mail:  su-koshi@ofc.sapporo-u.ac.jp

ふりがな 年齢 性別

氏名

歳代

男 ・ 女

孔子学院
会員番号

住所

電話番号

孔子学院連続講座～現代中国の経済と社会を知る～

参加申込書

　　　　　　　　　　　　※有効期限をお確かめください
　　（一般会員）cisg：
　　（学生会員）ciss：

        〒

― ―

※ 1

※ 2電話番号

FAX

E-mail

道民カレッ
ジ番号

(1) 平成29年6月30日(金)16:30

(2) 平成29年7月 7日(金)16:30

(3) 平成29年7月14日(金)16:30

(4) 平成29年7月28日(金)16:30

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＠

演 題 「中国理解のあるべき姿～日本人学生の報告を手がかりに～」

厳
ゲ ン

 善
ゼ ン

平
ヘ イ

 氏（同志社大学大学院教授）

秦
シ ン

 兆
チョウ

雄
ユ ウ

 氏（神戸市外国語大学教授）

汪
オ ウ

 志
シ

平
ヘ イ

（札幌大学教授）

盧
ロ

  濤
ト ウ

 氏（広島大学大学院教授）

　　演　題　「中国の経済発展と格差問題」

　　演　題　「中国の儒教復興―東アジアへの展望」

　　演　題　「中国中間層の消費像と北海道の商機」

　　　　　　　　　　　　　　　　―　　　　　　　　　　　　　　―

　　　　　　　　　　　　　　　　―　　　　　　　　　　　　　　―

(お持ちの方)

↓　必ず希望する講座に丸を付けてください

※ 3

※ 4

※ 1～4：札幌大学孔子学院会員の方は、会員番号を記入頂けましたら、※ 1～4の各情報は不要です。

　　演　題　「中国理解のあるべき姿～日本人学生の報告を手がかりに～」

(札幌大学孔子学院)


